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３５７号大井環七改良（その８）工事、大井環七立体床版工事において
「間接工事費実績変更方式」、「難工事指定」を試行します

昨今、工事発注において予定価格超過や入札参加者がいない理由により、入

事 事が 落札のとりやめや不調となる工事となる工事が相次いでいることから不調不落対

策を施行しています。

今回発注する「３５７号大井環七改良（その８）工事」、「大井環七立体床

版工事」については、標準的な積算と当該現場の見積り（実勢価格）に乖離が

生じていると考えられることから、以下の試行を行います。

①「間接工事費実績変更方式」①「間接工事費実績変更方式」
「３５７号大井環七改良（その８）工事」は、交通量が多い首都高速道路湾

岸線において交通規制しながら工事を実施する必要があり、また「大井環七立
体床版工事」については、既設発注済みの他工事と施工エリアを共有しながら
工事を実施する必要があることから、施工日数、施工時間帯など標準的な積算
と施工実績に乖離が予想されるので、その妥当性を確認のうえ実績により共通
仮設費（率分）について実績で変更する「間接工事費実績変更方式」を採用し仮設費（率分）について実績で変更する「間接工事費実績変更方式」を採用し
ます。

② 「難工事指定」

通常の工事と比較して施工条件が厳しく作業効率が悪い工事を一定以上の工
事成績で完成させた場合に、「難工事施工実績評価対象工事（試行）」におい
て、総合評価項目に「難工事施工実績あり」として加点対象とする「難工事指
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て、総合評価項目に「難工事施工実績あり」として加点対象とする「難工事指
定」の試行対象工事とします。
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対象工事の内容について
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《工事概要》

（１）工 事 名 ：３５７号大井環七改良（その８）工事

（２）工事場所 ： 自）東京都品川区八潮四丁目地先
至）大田区東海一丁目地先

（３）工 期 ：平成２３年２月から平成２３年１０月まで（予定）

（４）入札方式 ：一般競争入札 総合評価落札方式（簡易型：実績重視型）

（５）工事種別 ： 般土木工事 （Ｃ等級）（５）工事種別 ：一般土木工事 （Ｃ等級）

（６）工事内容（概要）：本工事は、既設共同溝の耐震補強（液状化対策）工事を

施工するものである。

共同溝工 １式
・鋼矢板打設工 １３１枚（Ⅳｗ型、L=22m）
・高圧噴射攪拌工 ２本（Φ2500）

２０本（Φ2600）
・布堀、復旧工 １式
・仮設工 １式

（７）間接工事費実績変更方式

共通仮設費（率分）のうち、運搬費、安全費及び営繕費

（８）間接工事費を実績により変更を行う理由
本工事は交通量が多い首都高速道路湾岸線において交通規制しながら工事を実施する必
要があり、警察等の協議などの要因により、施工日数、施工時間帯など標準的な積算と
施工実績に乖離が生じることが考えられるため「間接工事費を実績により変更を行う方
式」を試行するものです。

（９）スケジュール
○入札公告：平成２３年 １月 ７日
○入 札 日：平成２３年 １月３１日



《工事概要》

（１）工 事 名 ：大井環七立体床版工事

（２）工事場所 ： 自）東京都大田区東海３丁目地先
至）東京都品川区八潮３丁目地先

（３）工 期 ：平成２３年２月から平成２３年１０月まで（予定）

（４）入札方式 ：一般競争入札 総合評価落札方式（簡易型：実績重視型）

（５）工事種別 ： 般土木工事 （Ｃ等級）（５）工事種別 ：一般土木工事 （Ｃ等級）

（６）工事内容（概要）：本工事は、国道３５７号大井環七立体事業において、床版施工を行
うものである。

・床版工 コンクリート：約462m3 鉄筋：約95ｔ
・壁高欄工 コンクリート：約129m3 鉄筋：約19ｔ
・橋梁用防護柵設置工 1式

橋梁足場工 1式・橋梁足場工 1式

（７）間接工事費実績変更方式

共通仮設費（率分）のうち、運搬費、安全費及び営繕費

（８）間接工事費を実績により変更を行う理由（８）間接工事費を実績により変更を行う理由
本工事は、国道３５７号大井環七立体事業において既発注工事と近接することから、他
工事との進捗などの要因により、施工日数、施工時間帯など標準的な積算と施工実績に
乖離が予想される。また、狭小な施工ヤードで行う工事であり、作業効率の低下が懸念
され標準的な積算と実勢価格に乖離が生じることが考えられるため「間接工事費を実績
により変更を行う方式」を試行するものです。

（９）スケジュ ル（９）スケジュール
○入札公告：平成２３年 １月 ７日
○入 札 日：平成２３年 １月３１日


